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Arthur， 1972; Maynard Smith. 1974: S1atkin， 1974; Levin. 1974. 
1976: Hastings， 1977: Shigesada邑旦1..1979: De Jong， 1979: 
Atkinson & Shorrocks. 1981; Hassell & May， 1985)。 また、パッチ
状に設定された実験環境内において、特に捕食者ー被捕食者系の動態
などについての実験的研究が、上記の予測を確かめるためにお己なわ
れてきた (Huffaker.1958: Takafuji， 1977; Takafuji邑 a1.， 1983 
:】{areiva，1986) 0 しかし、 このような理論および実験分野での研究
の進展に対して、野外の動物個体群および群集について生息場所のパ
ッチ性と関連づけながら長期にわたって研究をお己なった倒はこれま




































するテクニックを確立する ζ とが必須となる。 とのような困難性のた
めに、 己れまではせいぜい小生息場所聞の個体の移動分散と各場所に
おける昆虫の密度との関係を調べるにとどまっていた(たとえば、森
下. 19'50; lwao， 1971; Solbreck & Sillen-Tullberg， 1990; Sillen 


































理論的な予測がなされ(Roughgarden，1971; Roff， 1980， 1983など)、
また租の生活史の特徴に関する経験的な事実から、 r-K選択と生活史特
性を結びつけようとする試みもおこなわれた (Pianka.1970; South-
wood et a1.. 1974: Southwood， 1977など)。 しかし、その一方で適応
戦略記閲する近縁租閣での詳しい比較研究の例は少なく (Ohsaki.197 
同4-



















































(Richards. 1962)、全世界に177属、 2000種以上が存在している (Car岨


























以下、 オオカパフ)、 オオフタオピドロパチ Ar珪里担且吐込盟主主型Q-












































































れる半社会性 (semisociall、 2世代以上の個体が共同で営巣し、 カスト
と労働の分業がみられるが、女王と{動きパチに形態的な差がみられな


















1971 :山根.1982) 0 これまでに雄の採集記録は、兵庫県において1例
が知られているのみである(中谷，私信)。台捕と韓国においては雄
が普通にみられる (Yamane. 1990) p 
ト2-3 分布
4種のドロパチの分布は以下のようになっている。オオカパフ:中国l
日本〔本州一九州、対馬、種子島)、台摘 (Vecht， 1963: Yamane. 
1982)。オオフタオピ:シッキム、アッサム、中園、韓国、日本(北海
道一九州、対馬、沖縄諸島)、台湾、フィリピン、 ジャワ、スマトラ、
マレー半島 (Vecht. 1963~ Yamane， 1981)。カバフ:中園、 日本(本
-10-











































営巣場所決定 産卵 餌の瓶入 産卵 営巣完了
t... .t . 主.._. y 
11 lLJ L 甲 J
県の築造 柏食 隔壁作り 最外壁作り
(4-9日間} (6・10日間) l散時間) (1日間)
オオフタオピドロパチ




































































































































































































1981 1982 1983 1984 一一一一一一町一一
2cm- 村方/¥'7J.fド日/¥'チ節l世代 2.2 6.2 5.8 
オオ加¥'7J.:Iドロ'1¥'"節2世代 2.3 6.2 2.1 7.0 
O.7-2cm 材77~ピドロ1\'" 5.2 2.4 5.1 5.0 
~~カ/\'7λゲドロ1¥'"第1世代 0.8 1.2 2.8 
材カ/¥'7J.y'ド町内第2世代 1.3 2.8 1.7 5.3 
~~I\刊/\'チ 0.8 0.6 0.2 
J7ロTナ1¥'，. 3.9 2.8 0.2 
ヒメへ")コウ1"1.属spp. 0.8 4.8 0.5 0.9 
~~~"7ログ f(1'"チ 0.3 
ミカドグf(/¥'，. 1.1 1.1 
モンキfj(J¥" t 3.5 0.2 
i'Mi世Tカrt/¥'7 0.5 1.8 0.2 
グt(1¥'チモド有属spp. 1.6 2.6 10.1 
7'JNi J." ，'す 0.5 1.8 0.9 
IWVf /¥'7 0.0 
~1}\ナj付属spp. 0.3 
MリJ¥'f.属spp. 0.9 1.2 0.1 
加fオピド01¥'，. 0.6 0.3 
























28 13 135 9 
738 442 3635 274 
64 81 306 63 
8.7克18.3% 8.4% 23.0% 
24 12 24 1 
2664 1038 729 591 







調査地長の種別営巣場所 1980 1981 1982 1983 1984 平均
稲城竹小屋 稲域竹のみ 18 18 7 11 3 11. 4. 
人工竹および 。10 6 33 9 11.6 
稲械竹

















もある (Royama，1977; Murdoch & Wa1de， 1989)。
ただしSolomon (1949， 1976)が指摘したように、 きびしい調節をう
け、平衡状態にある種もあれば、平衡密度に遣する己とがまれで、通
常は密度に依存しない外的要因によって変動している租もあるだろう。









己とへの反動であろう匂 Conne11& Sousa (1983)やStrong(1984a， 1 














されるというものである (Dempster.1971. 1983; Dempster & Pol田
lard. 1981; Ohgushi & Sawada. 1985: Kuno. 198TI。 もう一方の見解
は、見虫の個体数は通常、資源に対する飽和密度のはるか下で安定し
ており、 己の個体数の調節(あるいは抑制)は主に捕食者や寄生者の皆、
度依存的な働きによっているとするものである (Hairston.Smith & 
S1obodokin. 1960; Connell. 1975: Hasse11. 1980， 1985. 1987; 
Strong. Lawton島 Sou七hwood.1984: Royama. 1984; Hasse11. Sou開





















点に関連してHairston，Smith & Slobodkin (1960)やSlobodokin，















































































st.6. 8. 10. 11. 47)で全数調査して得た値の常用対数で、 また営巣
成虫散は上記5ヶ所における日当り平均営巣成虫散の常用対数でそれぞ
れ表したa 第t年(t=1---4)の第i世代 (i=1....2)における羽化成虫数、営




F (t. i) =E (t. i) -NA (t. i) 





=1 (t， 1) +1 (t. 2) 












Se (t) =L (t) -E (七)
SL (t) =PP (七)~ L (t) 
同28・




SP P (七)=p (七)ー PP(t) 
Sp (t) =NA (t) -P (t) 
。リ (t)=E(t+1)回 NA(t) 
となる。 また、 1(t)を第t年の卵数から第t+l年の卵数までの年間(世
代間)増殖率と定め、
1 (t) =E (t+l) -E (t) 

























































































































































September August July June 
国2・1
竹散







1 I n H I 


























成虫数、産卵数のそれぞれについて順に、第一世代では、 1. 41. 1. 23 
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1982 1983 1984 
図2-15 オオカパフスジドロパチ第1世代個体散の各小生息場所における年改変動。
-44-










































st.6 56 25 12 20 37 4 
st.8 72 34 131 119 14 52 
st.l0 15 24 2日 19 1 2 
st.ll 15 15 10 24 1 41 
st.47 46 5 B 7 21 7 
平均 41 21 36 38 19 21 
九. ・一γ 一ー一l 一酌 r一一一i 一一一ー一一ー一…一 一一，一朝一一月明日一一一一一一一




P(t.Il [o'(t.l S(t.1l P(t.2) F(t.2) S(t.2) 
回帰保散(h) 日.25 -0.22 -1.22 0.40 0.60 1.19 
相関係散(r) 0.52 0.75 0.97 0.52 0.72 1.00 





I(t) P (t.l) F (t， 1) S (t， 1) P(t.2) F(t，2) S(t.2) 
-市~コ官官で-士宮~Oコ=τコ-コ=====ヨEごτ~ェ=二コ巳-0 コ卑志〈泊副車噌噂-_.珂-・司-哩ヨ-盟-宅哩E旦害弔司-官官官E置置官官胆-・声--
回帰係数(b)-3.32 同1.42 -2.52 0.17 -0.58 値目.68 -2.50 
相関酪散(r) 0.94 0.96 O. 78 0.15 0.78 0.61 0.98 
プロット散 3 4 4 4 4 4 3 










































Rogers (1975)の方法で分析し、 また各ステージについてKuno(1987) 
の方法により密度依存性の検出をおこなった。
羽化成虫数の年次間変動 (1(t) )を、第一世代および第二世代の羽化
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P(t.U F(t.i) S(t.i) 
一一一一 一一一一一一
回帰係数(b) 0ー.08 0.42 0.67 
相関係数(r) 0.14 0.58 日.94
プロット数 7 7 
F ns IlS <0.005 
表2-6 オオカパフスジドロバチ個体散の世代間増殖串(1)、羽化成虫定着串(P)、産卵串(
F)、および卵から成虫までの生存串(S)の初期密度に対する宙度依存性。
I(t.i) P{t.i) F(t.i) S{t.i) 
回帰係散(b) -1. 02 -0.60 -0.93 -0.42 
相関係数(r) 0.68 0.55 0.76 0.29 
プロvト蝕 7 8 8 7 




1 (叫 SE (t) Sd叫 S~r (t) Sr' (t) 。リ(t)
囲帰保散(b) -1.58 0.06 -0.24 0.01 0.05 1ー.13
相関係数(r) 0.99 0.46 0.54 0.07 日.16 日.85
プロット散 3 4 4 4 4 3 


















































数 (α=日で個体単位)、および空間分布様式(s =1でランダム、 >1で
集中、<1で一様)を示しているp 羽化個体散では、 α=ー0.31土1.69 ( 
95%CL)、 s =1.20士0.39、1日当り営巣個体数では、 α=-0.84土1.12、
s =1. 26土0.42、産卵散では、 α=0.44土4.53、 。=1.18土0.64であった固
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" ' 。。 5 10 15 
小生息場所あたり個体数(m)
国2-23 オオカパフスジドロパチ個体散の空間分布パターン.各点は世代ごとのデ
ータをあらわす.A:羽化成虫散(α=-0.31. s =1. 20) B:一日あたり首巣個体数(
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年改 α n 間査地点数調査回数
一一百一一一一一一コ=-~
1981 -0. 74土2.40 2.46土1.14 13 g 
1982 国0.56土2.57 1. 64土0.63 16 13 
1983 日.49土2.11 1. 94土0.37 31 7 




g~ 1令幼虫 前蜘 虫間 羽化成虫
1981 16 16.6 1. 39 1.39 1. 67 1. 65 1. 80 
1982 7 7.4 2.15 2.22 1. 76 1. 78 1. 82 
1983 2 8.4 1. 58 1. 75 1. 82 1. 92 1. 94 
1984 10 10.6 1.80 2.05 2. 76 3.14 3.01 
表2-10 各租カリパチ類の各尭育段階における空間分布集中度(品1m)の比較(1983年). 
租名 調査 地点あたり 分布集中度
地点数平均卵散 。H 1令幼虫 前蜘 自問
すピドロ'1t B 57.3 2.72 1.71 1. 63 1. 3 
γj( li7f:ド者間spp‘ 28 27.3 1. 90 1.86 1. 54 1. 54 
ヤ7トI¥Aシドロ/，"チ 9 15.3 2.19 2.28 2.87 2.87 
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されている(巌. 1980; Pod1ar & Rogers， 1975: Stiling， 1988: 
Price邑 a1..1990など)。己の事実から巌 (198Q)やPrice詰邑. ( 
1990)は、成虫期の資師、をめぐる租内関係により、密度依存的な移動分
散がお己り、 ζれによって個体散の安定化がもたらされている場合が
























おいては顕著な密度依存性が認められなかった。 しかし、 ζのζ とは、































83)、Strong(1986)、S七iling(1987)、およびWa1de& Murdoch (198 
8)らは、 自然界における寄生者の密度依存作用の普週性を否定した。
Hassell (1985)、May(1986)、Hassel!(1987)、Hasse11.Southwood 
& Reader (1981)、May& Hassel1 {198m、Brown(1989)、および
Hassell， Latto & May (1989)らはこれに対し、様々な確率的に働くノ
イズや空間的な異質性などの影響により従来の解析法では時間的な曹
度依存性は検出されにくい己と (Hassell.1985， 1987; May， 1986)、
調査期聞が長期間にわたる研究ほど時間的な密度依存性の検出率が増
大している己と {Hasse1!.Latto & May， 198m、および時間的密度依
存性が見出されなかった野外データにおいても空間的な密度依存性の
みによって個体群は安定平衡を保っていた乙と (Hasse11.Southwood 
& Reader. 1981)などの証拠をあげて反論したロ しかしこれに対しでも、
Dempster & Pol1ard (1986)、Mountford(1988)、Murdoch& Stewart 











sell & May. 1974: Hassell. 1978: Beddington. Free & Lawton. 19 
78; May & Hassel1. 1981; Heads & Lawton， 1983; Hassell & Waage 
， 1984L しかし、 カリフォ jレニア大学サンタパーパラ枝のMurdoch-
派によって最近お己なわれつつある梢力的な一連の野外研究によれば、
寄生者の人為的な導入によって密度が極めて低いレベJレに抑制されて
いるアカマJレカイガラムシ (Californiared scale， Aonidiella型ー
主盟主斗)、 およびオリーブマルカイガラムシ (Olivescale， ~且rl且旦ー
弘昌弘旦旦)個体群においては、寄生者の盟問的な密度依存性はまった
く認められず、後者では個体群の安定平衡自体が達成されていなかっ
た(Murdoch邑 a1.1984: Reeve & Murdoch， 1985. 1986)D Murdoch. 































こともすでに理論的に示されている (Cook島Hubbard，1977: Hubbard 





























ただし、 乙の集合個体群の安定性はDenBoer (1968. 1987)の言うよ
うな密度依存性ぬきに得られるものではもちろんない。最近の理論的










































る(Danks，1971; Freeman. 1973. 1976. 1977. 1981: Freeman & 
Parnell. 1973; Freeman & Taffe. 1974: Freeman & Jayasingh. 197 





率に空間的な密度依存性が認められた (Freeman& Parne11. 1973; 






































































1980 1981 1982 
種名 調査地点の種別竹の種頚調査 営巣完了内部調査 調査 営巣完了内部国査 語蓋 営巣完了内苛顕査
地者数竹数 竹情室}数地点数竹数 竹情室)数地点数竹数 竹(育室)数
オオフタオピ 穏域竹'1喧 人工竹 z 7 7(15) 5 40 40 (74) 3 B 6(6) 
人工竹設置地点人工竹 2 g 9(18) 11 65 65 (192) 4 14 14(46) 
EC田.:> オオカパフ 穏城竹'1喧 稲崎竹
{第一世代) 穏械竹小屋 人工竹
人工竹設置地点人工竹
穏揖竹小屋 認誠竹 5 79 44(117) z 19 3(6) 1 16 4(7) 
(第二世代) 穏竣竹小屋 人工竹 5 10 10(16) 4 8 8(29) 
人工竹設置塩点 λエ竹 5 13 8(24) 4 32 17(42) 
表3-1 {つづき}
1983 1984 合計
種名 誼査地主の種別竹の種類調査 営巣完了内部誼萱 頭蓋 営巣完了内踊瞳 調査 営巣完了内部調査
地者数竹数 竹(育室)数地曳数竹数 竹(育室)数地点数竹数 竹(育室)数
C』D オオフタオピ 揺続竹'/J渥 人工竹 15 61 61 (109) 8 51 51 (91) 3 165 165 (295) 
必』 人工竹設置地点人工竹 7 39 39(65) 2 10 10(17) 26 137 137(338) 
オオカパフ 稿域竹'/j哩 認戚竹 10 130 50(70) 10 130 50仔0)
{第ー世代} 稲城竹小屋 人工竹 1 2 9(19) 2 18 18(24) 3 27 27(43) 
人工竹設置地長人工竹 a 36 2 (3日} 3 2 17(28) 1 58 39(58) 
話按竹小屋 窃域竹 司 72 21 (56) E 56 17(56) 18 242 89(242) 
{第二世代) 稲城竹:..)哩 人工竹 1 10 1日(27) g 62 62(192) 19 9D 9日(264)





地点散完成 調融 地点数完成 調査県
巣散(育児室)数 県散(育児室)散
古1'"7J.グド四fチ E 17 17 (32) 1 (2) 
チピドロ10 5 82 82 (267) l 30 3日(7)
11トI\b.~ドロ)i:; 5 29 29 (48) 4 40 40 (叩)
7~J，.:; λ]，: 1'":; 9 26 26 (92) l 2 2 (3) 
オt，\，~ログ j(I¥"チ E 6 (23) 
I~リグ f(1' T 3 3 (3) 2 9 9 (1) 
グj()，" f:ト1属spp"18 133 133 [574J 10 59 59 (190) 
:I~ロlt!\" チ 3 4 4 (5) l 1 (2) 

















オオフタオピを表している。 Itioo (1986)によれば、 fa=9.25，ca=2. 







































































1 F也 華麗個体数 生存数 死亡数 死亡率設察個体数生存数 克亡数 死亡率翠祭個体数生存主主 死亡数 死亡率
nx 1x dx 100gx nx k dx 100gx nx 1x dx 10日9!
日H 56 100 46 1日 78 10日
野{院政 O.日 0.0 3 3.8 
除草selia勾・ 日.日 1 2.2 1 1.3 
crema句gasterlabori~翠 日.0 0.0 0.0 
計 。 0.0 1 2.2 4 5.1 
~ 幼虫 56 100 4S 98 74 95 Amobia dis旬rta 15 26.8 10 22.2 1 1.4 
色PE Acr司ri回国自由ua旬r 1 1.8 O.日 0.0 
和厨E亡 I 1.8 3 5.7 3 4.1 
計 11 30.4 13 28.9 4 5.4 
前婿 39 70 32 70 70 90 
An泊u-axsp. 0.0 2 6.3 2 2.9 
Macrosi質問口阻ltum E 12.8 2 9.4 4 5.7 
カツオプシム珂車1.)1種 0.0 4 12.5 2 2.9 
Meli位。IbiaSp. O.日 0.0 0.0 
和月克亡 s 12.8 3 9.4 15 21.4 
計 10 25.6 12 37.5 23 32.9 
舗 29 52 19 41 47 60 
弓明死亡 0.0 1 5・.3、 0.0 
羽化失敗 4 13.8 3 15.8 E 12.8 
計 4 13.8 4 21.1 6 12.8 
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x Fdx 量醸個体数 生存数 死亡数 死亡率
nx l且 dx 10Qgx 
。日 499 10日
鰐{民致 7 1.4 
h佳伊selia勾. 4 0.8 
C間 at暗 ster-1aboriosa 5 1.0 
計 16 3.2 
tE E 
幼虫 483 97 
品目Madis旬rta 64 13.3 
ト・4 Acr官・iCllusambula旬r 10 2.1 
不明死亡 43 8.9 
計 117 24.2 
前掴 366 73 
畑出raxsp. 12 3.3 
Mac:osiagon nasutum 27 7.4 
カツオプシム珂籾l種 9 2.5 
肱三littobiaSP. z 0.5 
耳覗死亡 37 10.1 
計 87 23.1 
甥 271 56 
有明死亡 3 1.1 
現{民放 46 16.5 
計 49 17.6 




z Fd且 観察個体数 生存数 死亡数 克亡率主醸個体数生存数 死亡数 克巴率観察{固体数生存数 死亡数 死亡率
nx lx dx 10日目見 IIX lx dx 10Dgx l1X lx dx 1日l!li
J}~ 265 100 52 100 l凹 100 
勝化失致 0.0 1 1.9 0.0 
肱事seliasp. 32 12.1 s 15.4 11 10.1 
Cr割自匂田坑er'la加riosa 7 2.6 O.日 0.0 
計 39 14.7 g 17.3 11 10.1 
幼虫 226 85 43 83 98 90 
h却b泊 distorta 72 31.9 g 20.9 15 15.3 
EE D Act可riCllllSar猷ua旬r 3 1.3 0.0 0.0 
p' d ロE担 is坦ti.ta l 0.4 0.0 0.0 
巴町poplexSP. 1日 4.4 0.0 0.0 
耳司R克亡 1日 4.4 l 2.3 3 3.1 
計 96 42.5 10 2.3.3 18 18.4 
前掲 13日 49 33 63 8日 73 
M鉱:rosiagonnasutum 1 0.8 0.0 0.0 
カツオプシムシ手車7)1種 O.日 0.0 1 1.3 
Meli抗obia旬・ 1 1.日 l 1.0 日.0
不明死亡 15 11.5 1 3.日 0.0 
計 17 13.1 z 6.1 l 1.3 
婿 113 43 31 60 79 72 
羽{民放 18 15.9 1 3.2 O.日
不明死亡 2 1.8 0.0 O.日
計 20 17.7 l 3.2 日 O.日




I F也 観察個体数 生存数 死亡数 死亡率観察個体数生存数 死亡数 死亡率 P* 
nx h 必E 100gx nx U dx 100gx 
ijp 106 10日 532 1目。
1割問拙 4 3.8 2 0.9 <0.01 
日時界記lia勾. 15 14.2 66 12.4 ns 
Cl'白白旬g結terlabodosa 0.0 7 1.3 ns 
計 19 17.9 78 14.7 
幼虫 87 82 454 85 
h叩Ibiadi武orta 25 28.7 121 26.7 <0.05 
Acroriロ出血Ibulator 0.0 3 日.7 ns 
巴l:l ロ官官isignita 0.0 l 0.2 ns ι。 臼mpop1exsp. 3 3.4 13 2.9 ns 
不明死亡 2 2.3 16 3.5 ns 
計 3D 34.5 154 33.9 
前踊 57 54 300 56 
地位回iagonnasutum 0.0 l 0.3 ns 
カツオプシムシ寺本1)1種 l 1.8 2 日.7 ns 
Melittobia sp. 0.0 2 0.7 ns 
不明死亡 4 7.0 2日 6.7 (0.01 
計 5 8.8 25 8.3 
婿 52 49 275 52 
羽化失敗 8 15.4 27 9.8 <0.01 
不明死亡 l 1.9 3 1.1 ns 
計 E 17.3 30 1日昏日




観察個体数生存数 死亡数 死亡率践察個体数生存致 死亡数 死亡率琵察個体数生存致 死亡致 死亡率

































































































































x F也 主酪個体数 生存数 克亡数 死亡率観察個体数生存数 死亡数 死亡率競翻直体数生存数 死亡数 死亡率
nx k dx 100gx nx k dx 100gz nx k dx 1日~
卵 344 10日 138 10日 95 100 
野It失敗 0.0 2 1.4 O.日
除草selia却. 26日 75.6 日.0 2 2.1 
Cr百四旬回品位 1at町 t田昌 g 2.6 2 1.4 3 3.2 
卵の枯渇{圏Hされず) 0.0 0.0 0.0 
計 269 18.2 4 2.9 5 5.3 
幼虫 15 22 134 97 89 94 
Amobia也武町匂 15 20.0 0.0 O.日
巴D
Amobia sigr国ta 日.0 0.0 13 14.6 
色Z唱 SYD"献が1町 iaka均四国1 O.日 26 19.4. 0.0 
E α町宮isja開ni国 0.0 36 26.9 0.0 
館不足 O.日 E 4.5 日.0
不明克亡 0.0 5 3.7 2 2.2 
計 15 2日.0 73 54.5 15 16.9 
前掲 60 11 61 44 74 78 
加世田Z勾. 0.0 0.0 0.0 
Macr百si弔問 nasutum 日.日 0.0 日.日
カツオプシムシ特別種 4 6.7 日.日 0.0 
Meli位。biasp. 5 3.1 0.0 日.0
不明死亡 0.0 日.0 0.0 
計 9 15.日 。 O.U 。 0.0 
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x Fdx 10OQ.x 
材古川i7 材mピ b/l7 手ピドDlH f1ト/v.y 7?J.'i 材'"知 則jグj(l¥"fダjflI・チモド
ドD，'f 7J: ，'手 γjf ，-手
日H
鰐化失敗 1.4 
M唱aselia却・ 2.8 i 15.1 75.5 ! 2.1 4.3 42.9 9.4 ; 
Cr回E旬摩宮terlal泊ri 2.8 1.6 11.8 .• 2.6 1.4 3.2 2.2 
卵の枯渇{留日されず} 8.7 2.日
幼虫
Amobia dis句r泊 9.S! 14.3 3.3j 20.0 ; 5.日 .:12.3.. 
Amobia sigr砲.ta 14.6 l 
S:rn悶τh町 ia旭泊四国i 19.4， 
口町宮isja開瓜田 26.9 : 
41 D 
密不足 4.5 




カツオプシムシ手取1)1 1.4 0.8 6.7 日.3
Meli坑obiasp. 2.1 4.7 日.7 3.7 28‘6" 4.5 
不明死亡 9.8 ! 0.8 
録期までの生存率(%) 60 65 14 15 4 78 83 36 44 
合計克亡要因数 9 6 4 ヨ E 4 3 3 8 
サンプル敬{卵数} 179 185 34 344 138 95 23 14 764 
営巣場所当り自翻日数 16 8 E 57 15 10 23 司 27 





































































---~._ .， . 外役回数合計 被定位回数:S'~151:1回あたり
臨閥頼度平均 被定位串(%)
日-4 358 2.6 931 2 D.21 
5w9 215 6.9 1414 0.14 
10・14 75 12.0 899 4 0.44 
15・19 日目 17.3 863 7 0.81 
20司39 57 27.6 1516 18 1.14 



















観察タH生回数 2即日 792 
日あたり平均夕日量回数 6.0 2.4 
















fJft名 個体番号 宅盟国国- 哩."，.，.，....-.-司害E・~''''-守・・早 P 
観察回数 日あたり外1史観察回数 日あたり夕日生
回数(m土S[}) 田散(m土SIl)
一-ー ーー 一ー・一-一 4一句一一一一一一一一一
1133 E 2. 7土1.日 15 2.7土1.3 ns 
1214 5 2.4土1.1 7 2.9土1.6 ns 
オオカパフ 1222 1 3.4土1.6 8 3.8土1.5 ns 
1234 10 4.0土1.9 5 3.6土2.1 ns 
1313 14 3.4土1.6 6 4.2土2.日 ns 
1244 1日 3.1土1.5 7 3.7土2.1 ns 





県に定位 48 1 
ハチの再外出までに 2日(42) 4 (36) 
間び去る(待ち時間3分以内)
向上(待ち時間3分以上) 2 ( 4) 1 ( 9) 
定位中に追い払われる 3 ( 6) 。
ハチの再外出能、 14 (29) 2 (18) 
県内に侵入できず
県内に侵入したが、 7 (15) 。
育児童内が宣のため産卵せず
























































































































































自。亡二三日1 1 16 15 334 








































x P* 死亡率主臨個体数生存致 死亡数 克亡率観察個体数生存致 死亡数 死亡率
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司司耳死亡 1 1.1 O.日
朝出敗 22 24.2 4 9.8 
計二 23 25.3 4 9.8 
事Ht成虫 一一一一一 一五8 31 D ~ 24 35 







































































































羽化失敗 6 5.6 16 9.8 
1司月死亡 0.0 2 1.2 
計 6 5.6 18 11.0 






































観察個体数 死亡数 死亡串観寝個体数死亡数 死亡事























































































































































_~ttt'L一一-<-'-~=一=一一'-"'~..~一一一~_~<nJ!L IlS ns 一』豆一一ー 一一一
キ: 岩念l山区全l或での翻査による
















































一ーー 一ー一「圃一一一ー圃』一一..，ー圃 l 
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1980 1981 1982 1983 1984 
一一一、一
ド0/'"t\'ドザニ~J\" 工 27 22 l 3 16 
オオカパフ 抑~r 弘P科のー租 。13 3 。
第二世代 前畑聞の不明死亡 13 日 21 19 4 
卵から成虫羽化まで
の合計死亡串 5 57 47 27 59 
ドロ1\'押ドリニ~J\' 工 32 21 l!i 2日
抑~r 弘?科の一極 12 3 。7 
オオフタオピ 前踊聞の不明死亡 16 3 。15 
卵から成虫羽化まで






SE Sl S~ll Sf'r Sr 
一ー一一一一一~~一一回 ーー -一一一一
回帰冊数(b) 0.02 0.38 0.29 0.28 0.33 
相関係数(r) 0.26 0.71 0.89 0.59 0.91 
プロット散 4 4 4 4 4 








































s Sr SL S，)II Srr Sr 
<:c=一 一-一-~ ~ = ~- -.喧...・'~.~-~
回帰{H~~(b) 0.45 0.06 -日.15 0.01 0.46 0.08 
相関信教(r) 0.40 0.85 -0.27 0.02 0.88 0.20 
プロv卜散 4 4 4 4 4 4 






b r b r b r 
?一一一一一一一一一一
卵期生存串 0.05 0.96 0.51 0.99 0.01 0.63 
幼虫期生存串 0.16 0.58 -0.20司 0.60 0.55・0.84
ドロ/¥''fヤドリニ71¥'1 0.09 0.57 -0.09司 0.55 0.34 0.70 
からの生存串
前師!回生存串 0.45・0.96 0.84・0.97 0.24 0.55 
M;I~~l\tJミ{前師l明) 0.08 0.35 -0.03-0.36 0.05 0.05 
からの生存率






































































b r b r b r 
一一一一一~<"'-.ーで一一 ー吋一一一^~ー廿ー一一時z一一司
卵から成虫羽化 -0.28 0.28 0.51 0.1i3 -1. 77・O.78 
までの虫背串
卵期生存串 -0.02 0.44 0.23 0.53 -0.02 0.47 
幼虫間車存率 0.08 0.30 開0.28・・1.00 -1.01 0.68 
ドtl/¥'押ドリニ如何 日ー.01 0.04 -0.12 0.92 -0.55 自.50
からの生存率
前蜘間生存串 -0.120.27 0.40 0.56 -0.35 0.35 
Aモ;t~~/lt)ミ 0.13 0.60 0.04 0.46 0.04 0.02 
からの生存串








b r b r b r 
}一一一
卵期生存串 開0.01 0.01 0.92・0.90 0.15 0.54 
jミ1¥"工科の一種l卵期) 0.03 0.08 0.89 0.87 -0.01 0.04 
からの生存率
幼虫期生存率 O. 79・0.85 0.04 0.10 0.40 0.77 
ドロI¥"刊ドリニク}¥'エ 0.39 0.52 0.06 0.15 0.13 日.51
からの生存串
前踊間生存串 0ー.02 0.08 0.07 0.25 0.54・0.93














































卵から成虫羽化 0ー.06押 0.10 -0.02 -O. 05 -0.16 -0. 08 
までの生存串
卵}百l生存串 0.04 0.17 ・0.01-0.03 0.43 0.72 
1ミ/¥'l科の一種(明lIUIl 0.05 0.23 -0.凹四0.01 0.50'川.93
からの生存串
幼虫i明生存串 -0.02 -0. 05 -0.07 -0.37 -0.21-O. 20 
ドO/¥"升ドリ功1¥'エ -0.04 -0.09 -0.日5-0. 30 曲目.03-O. 05 
からの生存串
前師間生存串 -0.06-0.44 0.020.19 -0.30-0.24 





:; j( 1¥" ，.そド有璃spp.，.ピドロ1"チ ヤ?トI\J，.~ドD/\'チ
(24ヶjiJi) (6ヶ所 (5ヶfr)
b r b l' b r 
卵!明生存串 0ー.00-0.凹 0.75・0.97 0.14 0.43 
1ミ/¥"l科の一種(卵期 -0.01--0.02 0.75 0，96 
からの生存串
幼虫間生存串 0.67・0.75 0.22 0.92 0.86・0.95
ドロハ'拘ドリエ'1¥'工(幼虫期 0.65 0.74 0.22 0.92 
からの生存率
I\AlI~ . tl¥"チャドリ1¥"エ(幼虫聞) 再 開 ・ ・ ・0.25 0.70 
からの生存串
HJ¥'1:イボウ{幼虫l田 ー 司 ー 1.210，96 
からの生存率








b r b r b r 
O~γーー・.-一一三ニ一一三ァ ・口ァ- ~でz一---写 Cτ.，・，_. む Q・-ヨ四国-_.~-竜司世，唱曲寸盲ー官官冨Z 置-~-... 司'唱H・守.・ごすヨ.-コ-写 ごて=ー‘'・咽--円ヨE守ー牢司直~"...........噌旨冒z・E置置司E胃司-置-司"“-コ 暗重~コ・''>="""，，・・咽匝咽'唱圃ー・哩咽・咽，ーー
卵から成虫羽化 -0.19・:-0.47 -1.05-0.48 0.73 0.18 
までの生存串
卵期生存串 0.04 0.26 回目.63-0. 38 0.55 0.70 
jミ"'l科のー 租(卵期} 0.04 0.26 -0.61-0.36 
からの生存率
幼虫1羽生存率 -0.17'-0.47 -0.38-0.75 0.55 0.70 




t~l\tイポウ{幼虫閉) 0.75 0.69 
からの生存串

















chener. 1958， 1969， 1985; Brockmann. 1984: Nonacs， 1988)。半社
会性経由仮説においては、外敵からの巣の防衛の必要性、および集団
営巣個体聞の近縁度の高さによって利他的行動の進化がもたらされた
とされている (Lin，1964; Michener. 1969; Wilson. 1971: Lin & 




要な役制を果たしたとされてきた (Michener.1969: Wilson. 1971: 






























































dino. McDonald & Rothwell， 1979)、偽坑の存在(Tsuneki.1963; 
Evans. 1966a)、巣口への厚い壁の設置 (Trexler，1985)、寄生者に定
位された際の営巣場所の放棄、変更{岩田. 1975:遠藤. 1980; Endo， 
1981: Rosenheim， 198~、営巣活動の時間帯の寄生者活動時間帯との
非同時性(遠藤， 1980: Rosenheim. 1989)、巣が完成してから餌を週び
込むまでの時聞の延長(Rosenheim.1989)、寄生者の集合反応 (aggre-
幽134圃
gative response)を避けるための低密度場所での営巣 (Rosenheim. 19 
89)、および寄生者の攻撃能力を越える数の個体が同時営巣をお ζなう













































ある (Bou1e七回au. 1986) 0 しかし、本研究でも示されたように、 自然
界では完全に単食性である寄生者は少ないのが普通であり (Zwa1fer.
1971; Hasse11. 1978; Stary & Rejmanek， 1981: Lawton. 1986; As-








るニッチェ分割の事例 (Lawton& Strong. 1981: Cornel1. 1983: 
Gilbert. 1984)と、その一方で植食性見虫類において全物をめぐる樋
内および種間競争がほとんど認められない事実(Lawton& Hassel1， 1 

































































な要因であるとの見解が主張されてきた(たとえば Hassell& May. 1 
974: May， 1978; Comihs & Hassel1. 1979: Chesson & Murdoch， 198 
6)。 しかし、近年の野外における寄生率の空間分布に関する多くの研
究例は、密度依存性の検出に失敗しており、むしろ逆依存的な関係の
認められる例も多い ζ とが知られてきている (Morrison，Lewis & 
Nord1und， 1980: Morrison & Strong， 1980， 1981; Hassell. 1982: 




向は認められない (Hasse11，1982: Lesse11s， 198~ 。この理由として、
Yamada (1987)および山田 (1990)は寡産性寄生者による最適パッチ利
用戦略の特殊性を、 Hassell (1982)および Lessells(1985)は寄生者



















ley (1969)や Hassell (1978)によってすでに示され、 己の要因が寄主
ー寄生者系の安定性をもたらすというシュミレーション結果も得られ
ている (Hassell& Waage. 1984)。 しかし、 己の相互干渉を寄生者の移





在確率の増大 (Cook& Hubbard. 1日77:Hubbard & Cook. 1978; Free. 

















寄主の乙みあい効果 (Bedding七on，Free & Lawton， 197m、寄生者の相
互干渉 (Hassell& Varley， 1969)、寄生者の攻撃能力の限界 (Royama.
1971; Rogers， 1972)、および寄生率の空間的な変動性 (HasseU& 







存在するものの (Hasse11& May， 1974; May， 1978; Comins & Has-











































類に対する寄生率に関する研究が多く含まれている (Freeman. 1973. 
1976. 1977， 1981: Freeman & Parne11. 1973: Freeman & Taffe. 19 
74: Freeman & Jayasingh. 1975: Freeman & 1七tyeipe. 1976; Taffe 





















者の特定の寄主への注意が阻害される Alcock，1974; Endoi 1980: 
Hager & Kurczewski， 1985; Itino， 1988) 


















































































































いる(植食性昆虫類 Dempster. 1971. 1983; Dempster & Po11ard， 
1981; Ohgushi & Sawada. 1985、クモ類 Wi se. 19 75 ， 1981、ハンミ
















イプの研究 {Corvich. 1976: Orians & Pearson. 1979: Orians. 1980 
Kasuya. 1982など)0 @巣に持ち帰られる資i原の種類や置の日周的、
季節的な変動性から採餌行動のメカニズムや適応性を論じたもの
(Tinbergen. 1960: Gibb & Betts. 1963; Royama. 1966. 1970などし
-147-
および@採餌場所での行動観察の結果から、採餌行動の適応性を論じ





という観点からは、理論的にも (Stephens& Krebs， 1986)、実証的に








パチ類 (Miyamoto. 1960: A11en邑邑1. 1978; Inoue昌弘.. 1985) 
























1981年 s七.1(8月15日-8月17日、 3日間)、 s七. 6 (8月26日-9月s目、
7日間)、 st. 66 (9月14日一10月17日、 11日間)。
1982年 st. 71 (6月1.6日一日月 26日、 63日間)、 st. 65 (9月28日一
10月21日、 13日間)。
1983年 st. 33 (7月 26日-9月g目、 2日開)。
1984年 st. 33 (8月3日-8月13日、 4日間)0 
この調査の結果得られた4種のドロパチの行動に関するデータは以下
のようであった。
オオカパブ 1981年 (st.l， 6. 61、 68個体・日)、 1982年 (st.71、
796個体・日)。
オオフタオピ 1981年 (st. 1. 6， 61、33個体・日)、 1982年(凶.7 
1，問、 45日・個体)。
カパフ: 1983年(st. 3、 20個体・日)、 1984年 (st.33、49個
体・日)。












































































































































































豆理番号;t;t方バフ::z..ジ ;t才7タ;rピ 克パ;tピ "77λジλズ
1月 Z月 9・IO~ 月 9月 四月 7-1月 9・IOF!
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メイガ科 52 1412 23 1075 478 3 28 
ノメイガ亜科 10 246 20 816 478 25 
フトメイガ商科 E 152 l i 2 
マダラメイメf亜科 22 730 2 258 
シマメイガ亜科 7 255 
オオメイガ亜科 1 
亜科不明睡 B s 
ハマキガ科 1 143 3 6 
ヤガ科 4 58 54 l 18 
キバガ科 i 
シャクガ科 l 
科不明極 g 7 
一一ー一一一一一一一
合言持ヰ融 5 3 2 
種融 72 27 1 4 
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図4-1 4種ドロパチの典型的な目周活動パターン.オオカパフスジドロバチ:st. 
71. July 30. 198Z‘オオフタオピドロバチ:st. 65. Oct. 4. 1982.カパフスジド
































































































































































も認められない(採餌時間vs餌持ち帰り率:y=79. 7-0.16x. r=O. 24. p 
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では、分布に差が認められなかった (χ2=5.O. p)O.l)。 これに対し、
オオフタオピでは手ぶら帰巣時間のほうが長い傾向があり (χ2=56.0
• p(O.01)、カパ7では手ぶら帰巣時閣の方が短い傾向が認められた
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簡搬入開始後回数
1 2 3 4 E B 8 s 10 11 12 
第ー世代平均 2.0 2.2 2.2 2.7 1.9 1.7 1.7 2.3 1.9 2.6 2.8 4.0 
サンプル散 24 19 25 20 2 24 23 2 15 5 B 4 
第二世代平均 2.3 2.8 1.8 2.8 2.7 2.8 3.7 4.0 
サンプル数 15 17 12 13 12 5 3 l 
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オオフタオピ 1: 口パチによって狩られた問l個体あたり生If~既(l9ßI年l および'*'畏o982fJ'.)の期間的‘時間的:a化
。 O'--ï!iiiï耳.~mifi'i，日下一一一一一一一ーに
8月 日月 10円
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叩叫l内 1001¥以内 200叫l内 3日m以内
r 0.47 0.57 0.71 0.64 
p <O.OUl <0.001 <日.001 <0.001 
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(Onuf， Tea1 & Va1ie1a. 1977: Webb & Moran. 1978)や、パッチ内に
おける賢源の空間配置様式が動物散のパッチ間密度の差を生みだして
























































示した。一方、 Brockmann& Dawkins (1979)はアナパチ科の一種が自
分で巣を作る場合と他のハチが作った空巣にはいりこむ場合とで単位
時間当りの産卵数がほぼ同じになるととを示し、 Brockmann.Grafen 







の巣の再利用の影響があげられている (Gadgil.Joshi & Gadgil. 198 










虫生産数がどう違っていたかについて述べる。 Brockmann& Dawkins 
(1979)はアナパチ科の一種について同様な比較をおこない、単位時間

























































































































育児室数 2.0土1.21.3土0.5 2.3土1.3 1.2土0.4 2.6土1.4 2.1土1.18.0土2.7
{平均土SD}
範囲 1-5 1-2 1・6 1-2 1・8 1-4 5・10
































































う閣向が全体として認められたが (n=39，r=O.368. p(O.02)、 己の姐向
は、竹簡の内径を20mm以下のものに限ってみたときに特記顕著となっ
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竹聞の内佳 (mm)



































. r=O.089， p)O.l、およびn=11.r=O.446， p)O.l)。また図5-13に示
した巣の閉鎖の場合にも、竹簡の太さと閉鎖に要する努力量(泥運搬
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表5-6 オオカパフスジドロパチの巣狙得方法 (1982年、 st.71)• 
方法 先住者の有無 巣のm得に成功・ 失敗 合計
築造法 16 。 1 6 
巣穴への 有 2 7 9 
入り込み法 1吊 37 o 37 
煙史への 有 1 2 66 78 




先住者あり 先住者なし が p 
巣穴だけの巣 9 ( 9.3) 
煙突っきの県 78(73.9) 
3 7 (36.7) 0.011 >0.9 





賠てだけの巣 埋突っきの巣 x2 P 
9 ( 3.0) 
37(18.8) 
7 8 (84.0) 12.日7 <0.001 















































をつくす (makingthe best of a bad job) Jとよばれる戦略でウシ
ガエJレ、ハナパチの一種などで報告されている (Howard，1978: Al-














































































-... 盲~戸---， =コロE一、--....~冨-=<・が-固E空軍里F曹..-.==ニ τzコE士ご士宮亡盲雨量=~'->a.-弓-~~"" =ニ 3 喝~コ~アでです電2暗号=忌昌司E置置置~司.:.-~._=-盟~円-哨-コ
築造法 3 {1.4) 1.82 3 ( 2.6)11.06 4 ( 5.9}0.61 
巣穴入り込み法 2 (3.3)0.51 1 1 ( 6. 1)3.94・ 1 0 (13.7) 1. 00 
檀突入り込み法 8 (8.3) 0.01 1 0 (15. 3) 1. 84 40(34.4)0.91 
表5-10 小邑自場所における巣穴、および題提の存在散と狙骨法の湖R串との相関関係(
1982年、 st.71}• 
X Y (各現得法の回帰闘の聞き r p 
選択比串)
一一-一一一一一一一一=.;.'日一一一一
巣穴散 巣穴入り込み 0.129 0.885 <0.02 
県穴数 煙突入り込み -0.074 0.794 <0.1 
巣穴散 築造 -0.055 0.752 <0.1 
煙実数 操穴入り込み 0.0026 0.041 >0.1 
理突散 煙突入り込み O.日日間 0.222 >0.1 




1 2 3 4 5 6 7以降
一一一一
県穴入り込み開度 7 9 6 3 4 O 2 
煙突入り込み頻度 27 13 1 1 12 8 5 5 
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上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬


































成羽J度 N Spearmanの p 
順位相関係散
τT一三一 午=一一一平一宮・「
日当り産卵散 21 -0.357 0.095 
日当り改l世代成虫生産散 21 -0.075 0.750 
野命 12 -0.187 0.545 
生i居座卵故 12 国0.336 0.275 
生涯次世代成虫生産数 12 -0.306 0.332 
表5-13 ある個体がどの獲得f去をよく採用したかが繁殖成功度に影響するか?(1982年第
1世代、 st.71)
x (繁殖成功度) y (生涯における N Speannanの p 
mf号法の選択比率) 順位相関保散
寿命 巣穴入り込み 12 -0.434 0.16 
理喪入り込み 12 0.307 0.32 
築造 12 0.356 日.28
生涯産卵散 巣穴入り込み 12 -0.279 0.38 
煙知Lり込み 12 0.126 0.69 
築造 12 0.318 0.33 
生涯次世代成虫 巣穴入り込み 12 -0.477 0.13 
生産散 煙実入り込み 12 0.347 0.27 
















































巣穴入り込み 31 0.092 0.043 
理突入り込み 81 0.085 0.039 
築造 14 0.0悶 0.026 
F{'直・ 1. 69 0.41 


















































a-b.a-c.b-d.c-dの組合せのうちa-cのみ有意蓋あり (t"2.29. p<O. 05) 
表5-18 オオカパフスジドロパチの日当りの巣穴および煙突の存在散と移出決定串(移出
散/(移出数+入り込み散+築造数))のー吹田帰直綿と相関係散(1982年、 st.71)• 
X Y 傾き 切片 N r p 
巣穴存在散移出決定串 ・0.044 0.296 6 -0.424 >0.1 























































































































































撃からの集団前衛の利点(Lin& Michener. 1972: Evans. 1977: West 
-Eberhard. 1978:伊藤. 1986)、および親による干の操作仮説 (Ale同




• 1984: Brochmann. 1984:伊藤. 1986: Krebs & Davies. 1987)。 し
かし、 己己では社会性行動を可能にするための前適応としての行動の
可塑性の重要性を指摘したい。














れ些活をおくる脊椎動物の例があげられる (Bertram. 1978: Pul1iam， 

































































事例をみれば明らかなことである(たとえば、 Tsuneki.1956. 1957. 





























































































































はすでに森下 (1952)やKluijver& Tinbergen (1953)らによっても指
摘されていたことであるa 最近、 Fretwellらの仮説を検証する研究が























































































































































いる場合のほうがむしろ普通である {Evans. 1957. 1970; Michener 





















について広く認められる現象である (Eberhard，1972: Brodkmann. 19 
79. 1980b. 1985: Coville & Coville. 1980; Endo. 1981; Field. 1 
989a. b)。しかし、その調度は必ずしも高くはない己ともまた事実で




勝利する (Dawkins島Brockmann.1980; Krebs. 1982; Pfenning島


















1971: Roff. 1974a. b， 1975; Hamilton & May， 1977. Commins. 































































1945. ドロパチ類 Jennings& Houseweart. 19840 アシナガパチ類
:古田 .1968; Ito & Miyashita， 1968:蓮井. 1977; Hirose昌弘.
-264-
• 1980。スズメパチ類 Steward.Smith & Stephen. 19880 アリ類:
Jones. 1987; Jones昌弘.. 19870 じまた、その具体的な害虫防除
への利用についてもおもに試験的に図られてきた (Rabb& Lawson. 19 
57:守本. 1960: Lawson昌弘.. 1961: Nakasuji. Yamanaka & Ki-






















































































































































































































(lwata， 1942:岩田. 1971)、ハチ類全般における定着性の進化に ζ の











借坑性8，' 1間坑性 築造性 借坑性b'
ーでニニニ守 守圃 雪 守雪合唱~τ司 冨=罰百-ー_0'置叶つ -~~士宮士=コ士宮田E写ヨ~--士，-ご明記ユ"・守宅E哩重F 噌= ~.旦~，~
カリパチ期
アナパチ科
ドロ/I1f:ド当亜科 日/ 6 7/ 48 日/日
YナI¥"T亜科 2/ 29 
:1$';1;' y7如付亜科 38/ 72 
その他の亜科 。/26 0/286 。/8 。/27
ドロパチ科
ドロ/¥'1亜科 1/ 12 3/ 25 1/ 60 
7~λγ 7J.' 1¥' t亜科 3/ 4 1/ 6 
ハナパチ類
ケブカハナパチ科
何/¥'filI科 10/ ? 
合計 。/32 48/447・ 6/ 46 2/ 93 












































































































































































































本稿第3章の一部については、 Dr.G. J. Gamboa (オークランド大学)
、伊藤嘉昭教授(名古屋大学)、坂上昭一博士(もと北海道大学)、
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雌成虫の体長は12.5.，16.5 mmである (Yamane. 1990)。亜社会性であ
り、育児室はト4個、育児室の聞には空室を設ける己とは少ないが、入
口近くに数個の空室を必ず作る。寄生者として、スズパチネジレパネ
Pseudoxenoe i旦主主主主 (Streps!ptera， Stylopidae) (Iwata. 1938a: 
岩田. 1983)が、捕食寄生者としては、 ツリアプ科の一種担辿旦基
sp. (Diptera， BOlIbyliidae)、 ドロパチャドリニクバエ担辿坦弘主
主旦担 (Diptera，Sarcophagidacl、 ノミパエ科の一種 Mef1:aselif!Sp. 
(Dip七era. Phoridae)、キアシオナガトガリヒメバチ Acroricnus













h ノミパエ科の一種 Megaselif!sp. (Diptera. Phoridae)、キアシオ
ナガトガリヒメパチ Acroricnusambulator (Hymenop七era.Ichneu-
monidae)、 ヒメパチ科の一種 Nemato'Oodiuesp. (Hymenoptera， Ich-
neumonidae)、 ヒメコパチ科の一種 b11ttobia血盟主主 (Hymenuptera
， Eulophidae)、 リンネセイポウ E註盟主担且担 (Hymenoptera.
Chrysididae)、およびムモンオオハナノミ Macrosia削『 n旦呈旦主旦旦
(Coleoptera. Rhipiphoridae)臥それぞれ記録されている (Iwata.
1938b: Tsuneki. 1970: Itino. 1986: Yamane. 199000 


















盟組且1: (S七repsiptera，Stylopidae) (Kifune & Maeta. 1978)が、 捕食
寄生者としては、 ノミパエ科の一種 (Diptera. Phorida~ 、 ドロパチ
ャドリニクパエ主盟主主旦昼主主旦主呈 (Diptera. Sarcophagida~ 、 および
ツマムラサキセイポウ Ch1':i.呈i8viri昼旦担 (Hymenoptera. Chrysidi岨
dae)がそれぞれ記録されている (Iwata. 1938b: Kurahashi， 197~Q 
E. ヤマトハムシドロパチ SvmmornhuS昼旦旦旦旦呈 (Eumenidae)







担旦旦且誌旦 (Hymenop七e1'a，Chrysididae) (Iwata. 1938b:岩田， 1978 
b: Mesni1 & Shima， 1977)が記録されている。
F. フタスジスズパチ Discoe1iusJaoonicua (Eumenidae) 
雌成虫の体長は12.0，.15.0mmである (Yamane，1990)。 日本における








Sarcophagidae)、 ツリアプ科の一種 (Diptera. Bombyliida~ 、 ヒメコ
パチ科の一種 Melittobia盟盟主呈 (Hymenoptera. Eulophidae)、セイ
ポウ科の一種些主題担 ze七terstedii (Hymenoptera. Chrysidida~ 、
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ムツパセイポウ c.dallh旦~ (Hymenoptera. Chrysidida~ 、 リンネセイ
ポウ Q. i且且主主~ (Hymenoptera， Chrysidida~ 、 およびオオハナノミ科
の一種 MacrosiagonsP. (Coleoptera. Rhipiphoridae)が、記録され
ている{桝田 .1937;Yamane， 1990)0 












H. )レリジガバチ Scelinhron.ianonicul1 (Sphecidae， Sceliphro-
nin1) 







セイポウ位II皐1s1.旦旦旦旦 (Hymenop七era，Chrysidida~ 、 7タオピオオ
ハナノミ Macrociagonbiロunctatue (Coleoptera， Rhipiphoridae)が
記録されている(岩田. 1939. 1975;山本. 1959) 
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) (ナミ、オオ)、 ノミパエ科の一種 Megase1i~ sp. (Diptera. Pho-
ridae) (ナミ)、 アナパチクロヒラタコパチ Melittobia品且且且主主呈(
Hymenop七era，Eulophidae) (ジガバチモドキ属諸種)、ハラナガハネ
マダラアシブトコパチ E旦旦主主主主~ y.oshiokai (Hymenoptera， Cha~ci­
didae) (ジガバチモドキ属諸種)、 ミツバセイポウ些立邑星山盟主呈
(Hymenoptera， Chrysididae) (オオ)が記録されている(南部. 1966 




















































































































































P. ヒメコパチ科の一種 Melittobi~ sp.による捕食寄生
9t霊中B租で己の死亡要因が認められた。特にJレリジガバチでは主要
な死亡要因となっていた。本属の寄生はアナパチクロヒラタコバチ H






























担些担昼担主旦主豆ではなく A..e.主血主主主をあげているし、 また南部 (19
67)はナミジガバチモドキの主要な寄生者として主盟且a邑註旦担では
な〈ヤドリlパエ科 (Tachihidae)の PachyophthalmuS邑gn註盟をあげて
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